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大会プログラムが確定しました

2019年度（第122年次）研究大会のご案内

研究企画委員会及び雑誌編集委員会の会合（10時～12時45分) 904 会議室・ 908 会議室
国際法学会各委員会の全体会合（12時～12時15分） 会議 ホール ・風
研究企画委員会及び雑誌編集委員会以外の委員会の会合（12時15分～12時45分）

2019 年9月2日（月）3日（火）4 日（水）の3日間、静岡県コンベンションアーツセン
ター・グランシップにおいて、2019年度（第122年次）研究大会が開催されます。奮ってご
出席ください。Web 登録は会員に限られています。会員のWebによる事前登録は、 8月23日
（金）17 時 までにお願いいたします。

第１日 9月2日（月）午前の部（ 10時～ 12 時 45 分）

第１日 9月2日（月）午後の部（ 14 時～ 17時 30 分）
共通テーマ「多元化する条約体制による秩序形成と維持」会議 ホール ・ 風

座⾧ 東京大学名誉教授 奥脇 直也
1 条約の立法技術と解釈技術にみる条約制度多元化への対応（同志社大学教授 坂元 茂樹）
2 条約体制の存続における条約の趣旨目的の作用（千葉大学教授 藤澤 巌）
3 国際法実務における条約法条約の役割と限界（外務省国際法局⾧ 岡野 正敬）
4 私法領域における条約間又は条約・国家法間の相互作用（名古屋大学教授 横溝 大）

理事会（18時～21時） 903 会議室
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2019年度（第122年次）研究大会のご案内

第１分科会「条約の国内的実施による法秩序の実現とその動態」会議 ホール・風
座⾧ 大阪市立大学教授 桐山 孝信

1 条約による秩序形成と国内的実施（立命館大学教授 德川 信治）
2 条約の国内的実施による条約目的の実現ー日本における環境条約の実施に焦点をあてて
（明治学院大学准教授 鶴田 順）
3 The Republic of Korea's Legislative Consent to the Conclusion and Ratification
of Treaties （ Min Jung Chung, Legislative Research Officer National Assembly
Research Service of the Republic of Korea）
4 AU設立条約とアフリカの地域安全保障ー地域的法秩序をめぐる国内政治・国際関係
（東洋学園大学准教授 井上 実佳）

第２分科会「多数国間条約体制の持続的発展ー条約解釈の多面的機能」会議室 1001-2
座⾧ 大阪大学教授 村上 正直

共通テーマ「条約体制の弾力的展開」 会議 ホール ・風
座⾧ 上智大学教授 江藤 淳一

1 人権条約とはどういう法かー「条約」概念からの接近（名古屋大学教授 小畑 郁）
2 多様化する条約関係における条約法の意義と課題（明治大学教授 西元 宏治）
3 国際合意の履行と破約ー国際政治学の観点から（立命館大学教授 宮脇 昇）

第2日 9月3日（火）午前の部（ 10 時～ 13 時）

第2日 9月3日（火）午後の部（ 14 時30分～ 17時 30分）
分）
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2019年度（第122年次）研究大会のご案内
1 国際人権条約の解釈をめぐる一考察ー全体論的及び過程論的把握（東京大学教授 寺谷
広司）
2 Evolutionary Interpretation in the WTO Dispute Settlement Proceedings
Importance, Bounds and Limitations （ Jaemin Lee, Professor, Seoul National
University）
3 国際刑事裁判所における規程の「発展的解釈」（同志社大学教授 新井 京）
4 私法統一条約の解釈をめぐる課題ー分裂と固定の克服（北海道大学教授 曽野 裕夫）

第３分科会「国際私法分野における条約の機能と課題」会議室 910
座⾧ 大阪大学教授 ⾧田 真里

1 国際私法分野における条約の現代的機能（学習院大学教授 神前 禎）
2 ハーグ子奪取条約の履行確保に関する諸問題（日本大学教授 織田 有基子）
3 国際運送分野における条約の機能と課題（岡山大学教授 増田 史子）
4 知的財産分野における条約の機能と課題（早稲田大学准教授 種村 佑介）

会員総会（17時30分～18時） 会議 ホール ・風
懇親会（18時30分～20時30分） 会議室 1001-1

第3日 9月4日（水）午前の部（ 14 時30分～ 17時 30分）

個別報告 会議 ホール ・風
座⾧ 京都大学教授 酒井 啓亘
1 国際法と憲法秩序ー国際規範の実施権限（国際基督教大学助教 松田 浩道）
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2019年度（第122年次）研究大会のご案内
座⾧ 専修大学教授 森川 幸一
2 国家責任条文第 5 条の適用における主権的行為と業務管理行為の峻別論について
ー国家責任法による行為帰属の規律の動態的把握（神戸大学准教授 岡田 陽平）
座⾧ 上智大学教授 出口 耕自
3 Brussels I Recastー残された課題と EU 非加盟国の視点からの検討（関西学院大学教授
岡野 祐子）

第3日 9月4日（水）午後の部（14時30分～17時30分）

公募分科会A （個別報告） 会議 ホール・風
座⾧ 中央大学教授 北村 泰三
1 国際刑事法廷は何を遺すのか?ー国際刑事法廷における「積極的補完性」の実行と
国内の法の支配の確立（立命館大学助教 小阪 真也）
2 国際刑事司法における普遍主義・地域主義・個別主義―衝突と協働の構図
（早稲田大学大学院研究生 中澤 祐香）
座⾧ 筑波大学教授 吉田 脩
3 「水のグローバルガバナンス」の行政法的分析ー水に対する人権の実現過程に着目して
（日本学術振興会特別研究員 平野 実晴）
4 核不拡散法における貿易管理義務の国内実施ー安保理決議 1540 を素材として
（早稲田大学大学院博士課程 大下 隼）

公募分科会B （パネル） 会議室 1001-2
「平和構築過程における個人の権利保護・救済をめぐる国際法上の諸問題」
企画責任者 関西学院大学教授 望月 康恵 4
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2019年度（第122年次）研究大会のご案内
座⾧
広島市立大学教授 佐藤 哲夫
1 領域の管理を行う国際機構のアカウンタビリティー平和構築活動に関わる事例を素材に
（岐阜大学教授 坂本 一也）
2 性的搾取・虐待の被害者救済と防止ー国連平和活動が関わる事例を中心として
（宇都宮大学准教授 清水 奈名子）
3 国際刑事裁判所（ ICC ）における被害者救済の取組みー平和構築機能としての意義と
課題（関西学院大学教授 望月 康恵）
4 平和構築の担い手に問われる人権規範ー Jus Post Bellum 必要論の考察（広島大学教授
片柳 真理）

会場案内

静岡県コンベンションアーツセンター「グランシップ」
〒422-8019 静岡市駿河区東静岡二丁目3番1号

TEL 054-203-5710(代表）
JR東静岡駅南口からメインエントランスまで徒歩約3分
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市民講座「海と国際法」のご案内

市民講座「海と国際法」のご案内

2019 年10 月26 日（土）14時～16時、東京大学（本郷キャンパス）法学部22 番教室に
おいて、市民講座「海と国際法」を開催いたします（後援:公益財団法人笹川平和財団、日
本弁護士連合会、東京大学海洋アライアンス、神戸大学極域協力研究センター（PCRC））。
参加は無料です（先着順100 名限定）。奮ってご参加下さい。

（報告題目）（いずれも仮題）
柴田明穂（神戸大学教授） 「北極を紛争の海にしないために」
鶴田順（明治学院大学准教授）「海洋プラスチックごみ」
都留康子（上智大学教授） 「国家管轄権外区域の海洋生物多様性（BBNJ)」
小島千枝（武蔵野大学教授） 「海と人権」

（場所） 東京大学（本郷キャンパス）法学部22 番教室（法文１号館１階）
地図 http://www.u-tokyo.ac.jp/campusmap/cam01_01_01_j.html 

最新の情報は学会HPでご確認下さい。

問い合わせ先:学会アウトリーチ委員会 jsil@j.u-tokyo.ac.jp
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第6回小田滋賞懸賞論文授賞式

国際法学会

第6回小田滋賞授賞式が行われました
2019年6月8日に第6回小田賞の授賞式が行わ

れ、授賞者の表彰が行われました。
最優秀賞 該当者なし
優秀賞 ２名
・村角愛佳（京都大学大学院 法学研究科 修士課
程１年）「同意に基づく軍事介入における同意
の有効性」
・吉田暁永（早稲田大学大学院 法学研究科 修士
課程２年）「欧州人権裁判所による発展的解釈
の二面性―テロ対策に関する判決における個人
の権利制約―」

奨励賞 ４名
・髙木海翔（広島修道大学 法学部３年）「第一
次英緬戦争におけるイギリス公式帝国の膨張要因
―東インド会社の対ビルマ外交政策と講和条約に
みる「安全保障の膨張」―」
・田村侑也（中央大学大学院 法学研究科 博士課
程前期課程２年）「EU 加盟国におけるICSID 仲
裁判断の執行問題―Micula v. Romania 事件を
手がかりに―」
・根本裕陸（東京外国語大学大学院 総合国際学
研究科 博士前期課程２年）「欧州共通庇護政策
の補完的保護枠組みが抱える課題と展望」
・福田優子（大阪大学大学院 国際公共政策研究
科 博士前期課程２年）「国家の出入国管理に対
する裁量権―難民認定申請者に対する収容の個別
審査の観点から―」
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第6回小田滋賞懸賞論文授賞式

選考経緯等について－国際関係法教育委員会より

今年度も、第６回小田滋賞による懸賞論文に多数のご応募をいただきました。この場をお
借りして厚く御礼申し上げます。

今回は、２１編のご応募があり、その内訳は、国際法１８編、国際私法１編、国際政治・
外交史２編でした。また、応募者には、１１名の学部生が含まれていました。予備審査の結
果、７編の応募論文が最終選考の対象となり、選考委員である柳原正治会員、吉川元会員、
佐野寛会員による厳正な選考が行われ、その選考結果に基づいて、２０１９年５月１８日
（日）に開催された第３８回理事会にて、第６回小田滋賞の受賞者が決定されました。優秀
賞を受賞されたのは、村角愛佳さん（京都大学）及び吉田暁永さん（早稲田大学）、奨励賞
を受賞されたのは、髙木海翔さん（広島修道大学）、田村侑也さん（中央大学）、根本裕陸
さん（東京外国語大学）、及び福田優子さん（大阪大学）です。２０１９年６月８日（土）
には、アルカディア市ヶ谷において授賞式が開催され、浅田正彦代表理事による祝辞及び表
彰の後、選考委員の先生方から詳細な講評を頂戴し、受賞者の方々にも今後の抱負を述べて
いただきました。限られた時間ではありましたが、式典終了後も、受賞者は出席の先生方と
歓談の機会をもつことができ、和やかな会となりました。

次回の第７回小田滋賞による懸賞論文も、２０２０年１月３１日を〆切として公募させて
いただきます。たくさんのご応募をお待ちしています。

国際関係法教育委員会
委員⾧ 西谷 祐子
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